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1. 序論 

高知県香南市に位置する三又は江戸時代初期に野中兼山

が開いた用水路であり，現在でも野市台地への用水の要として，

十善寺溝，町溝，東野溝の主要三支川と原田溝，武市溝を加

えた五つに分水する．三又の流量は農業用水の需要量に合わ

せて 1 年を通して大きく変動するため，流量や水位条件，ある
いは河床粗度等の条件の変化により，各水路への分水率は異

なると考えられる．本研究では三又の分流特性を明らかにする

ために，ADCP を用いた流況計測，二次元流況解析により，分
水路の下流端水位，粗度係数の違いが各溝への分水率に及

ぼす影響を明らかにする． 
2. 一般座標系を用いた平面二次元流況解析 

三又分水路の平面形状と笹岡ら 1)がADCP(Stream Pro 
RDI社)を用いて測定した流速ベクトルおよび各溝への分流量，
分水率を図-１に示す．図より，流量約 1.5m3/s時の各溝への
分水率は東野溝 35%，町溝 44%，十善寺溝 21%であった．解
析に用いた一般座標系の基礎式を図-2 に示す．本研究では

長田ら2)の解析モデルを用いる．この数値解析プログラムは，河

道条件として三次元水路形状と河床粗度を，流れの境界条件

として解析領域の上流端流量(本研究ではADCPで計測された

流量)と下流端水位の時系列データを入力データとして計算を

行う．本研究では表-1 に示す河床の粗度係数と東野溝の下流

端水位をパラメータとして計 9ケースの条件で解析を行う．町溝，
十善寺溝に通じる本川の河床粗度係数，下流端水位をそれぞ

れ 0.02，20.37mの一定値として，東野溝の粗度係数は河床が
コンクリートあるいは土であることを考慮して 0.02－0.03，下
流端水位を 20.32－20.37mの範囲で変化させた． 

図-1 ADCPで測定した流速ベクトル，流量および

各溝への分水率1) （Q=1.5m3/sの場合）
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表

河床 
 東野溝

Case 1 0.02
Case 2 0.025
Case 3 0.03
Case 4 0.02
Case 5 0.025
Case 6 0.03
Case 7 0.02
Case 8 0.025
Case 9 0.03

図-2 一般座標系の基礎式 

3. 解析結果と考察 

図-3に Case1上流，Case7上流と Case1下流の解析
結果の水位コンターと流速ベクトル，各溝への分水率を

示す．Case1 は図-1 の ADCP で計測した際の水理条件
とほぼ同じ条件を与えて解析しており，東野溝への分水率

は 31%と実測値に近い値をとっていることがわかる．下流では

上流の解析結果から得た町溝・十善寺溝への流量を上流端 

流量として与え解析を行ったが，町溝への分水率は 42%，十
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図-3 Case1 上流（左），Case7 上流（中）と Case1 下流(右)の水位コンターと流速ベクトル 
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図-4 粗度係数および下流端水位の違いに

よる東野溝への分水率の変化 

善寺溝への分水率は 27%となり実測値に近い値となった．この結

果に基づいて両ケース上流で比較をすると，Case7 において東野

溝の下流端水位を5cm(水深に対して約10%)低下させたことにより，

東野溝の水面勾配がCase1の場合約1/5000であったのに対し，

約 1/650 と大きくなった．その結果，流速ベクトルから明らかなよう

に東野溝への分流量が増加し，分水率は 65%に増加している．図

-4 に各ケースの解析結果から得られた粗度係数および下流端水

位の違いによる東野溝への分水率の変化を示す．下流端水位が

等しい場合の分流率は粗度係数の大きさにかかわらず 30%程度
となった．東野溝の下流端水位を下げたケースでは，水深 30cm

において 3cm(水深に対して 10%)下げたとき約 20%，5cm（水深に

対して約10%）下げたとき約30%分水率が変化した．したがって，下流端水位の数 cmの変化が分水率に大きく影響を
与えることがわかった． 

4. 結論 

ADCP で計測した流量を境界条件として，平面二次元流況解析を行った．さらに，それらの結果から下流端水位
が数 cm 異なるだけで分水率が大きく変化することが明らかとなった．今後は，ADCP による断面内の詳細な流速分
布計測に加えて，年間を通して流量の異なる時期に流況計測を行い本研究の解析結果の妥当性を検証するとともに，

1年間の総分流量の算出を行う予定である． 
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